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i lま  し が き

前報において葉色板による葉色値と葉身窒素濃度は密接

な関係が認められたので,葉色値を稲体窒素濃度の推定値

とみなし,更に乾物重がわかれば窒素吸収量が求められ,

単位面積当たり頴花数の推定がある程度可能となる。乾物

重の代わりとなる生育量の指標として″当たり茎数を用い

て,葉色と茎数の積,即 ち,窒素吸収量の推定値と各種生
産形質との関係や,高収区の窒素濃度の推移等から穂肥要
否判定の指標値を設定するなど葉色板の活用法について検

討した。

2試 験 方 法

試験方法は前報と同様であり生育各期の葉色,草丈,茎
数の推移等と収穫期調査結果との関連から各種生産形質の

予測について検討した。

3 試験結果と考察

(1)(葉色 X茎数 )と 穂数との関係
図 1に示したように単年度内での相関は極めて密接であ

るが,1978年は葉色値が 15～ 2ポ イント薄く観察された

分だけ(葉色値×茎数 )値が小さくなっている。しかし,

回帰直線の傾きの差は非常に小さく,1979,1980年は同じ

回帰直線上にあった。1979,1980年の回帰直線でみると,
″当たり穂数 540本確保には葉令指数85の ときの (葉色値

X茎数 )値は約 3500,93では 2900と なる。その時の葉色

値は葉令指数85で 45,93で は 4であった。
(2)(葉色値×茎数 )と 7当たり総籾数との関係
窒素吸収量と頴花数は密接な関係にあることは知られて

いるが,図 2に示したように,窒素吸収量の推定値とみな
した (葉色値 X茎数 )値からも頴花数を高精度で推定が可

能であった。1979,1980年 の回帰直線からだ当たり靭数 4

万粒確保のためには (葉色値×茎数 )値が 3300～ 3500の

範囲にあり,葉令指数85で葉色を45と すると茎数は 760

本程度となり,その場合図 1よ り穂数は540本 , 1穂当た

り籾数は74粒程度となる。

(栞Ctt X菫 数)/111

図2 葉令指数85における(葉色値 X茎数 )
と″当たり総靭数との関係

(3)(葉色値×茎数 )と 倒伏との関係
倒伏程度は直角を 4等分した場合の数値を倒伏の大きさ

とし,倒伏 2以上のものについて大きさ毎の面積を積算し
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図 1 葉令指数85に おける(葉色値×茎数 )
と穂数との関係
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図 3 葉令指数 93における (葉色値 X茎数・草丈)
と倒伏との関係

たものを倒伏程度とした。成熱期梓長が長い程,倒伏の危

険度は函数的に増大するが,ササニシキの倒伏程度を 200

以下に抑える場合,即ち,全面積が45度の倒伏まで許容す

る場合は成熟期存長を80～ 85m以下にすることが安全とみ

られている。これを葉令指数
'3,即
ち減数分裂期に葉色値

と茎数及び草丈との関係から予測してみた。図 3に示した

ように倒伏程度を200以内にするには,葉令指数93におけ

る葉色値と茎数の積は3000以内,葉色値と草丈の積は 320

以内に抑える必要があり,こ の時期の葉色値を4と すると

茎数は750本以内,革丈は80Cr・以内が安全ということにな

る。

(4)葉鞘染色比と追肥効果

染色比から追肥の適量を知る目的で,灰褐色土壌を用い

て幼穂形成期 (葉令指数85)の 染色比と葉色値の異なる稲

について,追肥量をかえて収量に及ぼす影響を検討したの

が図 4である。葉令指数85の染色比80以上,葉色値 3以下

なった。染色比80以下の場合は追肥効果が次第に低下し,

染色比55,葉色値 45の ときは窒素 1"追肥が最高収量で

あった。従って幼穂形成期追肥による安定増収は染色比70

以上,葉色値は 35以下とみられ,その時の葉身N%は約
22%であった。この基準を超えると倒伏の増大,登熱低
下がみられ, 1回の追肥量も2りを超えると二段穂の茎が

著しく増加し,圃場条件や年次によっては共倒れの危険性

がうかがわれた。

(5)高収区の葉色l●L,葉身窒素濃度の推移
1978,197,両年からa当たり65協以上の高収となった黒

泥土,灰褐色土,泥炭土水田における葉色値と葉身N%の

推移を図5に示した。両者とも好適な範囲に幅があり,葉

色値の推移は葉令指数80前後までは4～ 55の範囲にある

がその後は次第に低下し,95甫 t後に最低となりまた上昇す

るカープをたどっている。

図5 高収EXI(6517/a以上 )の葉色値と
葉身窒素濃度の推移

この場合,95前後の葉色値の幅が最も狭くなっており追

月日要否の判定に適するものと考えられた。また,土壌型や

基肥量の違いが葉色差に影響するのは遅くとも80前後まで

であり,それ以降は水管理等の影響が大きいとみられた。

窒素濃度の推移は葉色値より幅が狭く,有効茎確保期で

葉身N%で 4～ 5%,葉令指数85で 25～ 30%,95で は
20～ 26%であった。
従って,この範囲が安定増収の範囲とみられ,これ以下

のときは追肥による増収が望めるものと考えられた。

(6)減数分裂期追肥要否判定指標値の設定

前報の結果もふまえて,ササニシキ栽培の指標として期

待生育曲線を作成し,減数分裂期における追lle要否判定指

標値を示した。すなわら,要否判定は「葉色値が 3附近 ,
7当たり茎数は680本 ,草丈75～80m,葉身窒素濃度 23

%」 が一応の期待生育の指標となる。
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図 4 葉令指数 85の染色比 と追肥効果 (1979)

の場合は追肥量が多い程増収しているが ,二段穂等 も多く
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